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ふるさとの
植物を守ろう

No. 9 August 2012

植物園と市民で進める

植物多様性保全ニュース

Japan Association of Botanical Gardens

社団法人日本植物園協会

環境省が行っている絶滅危惧植物の種子収集・保存推進業務
環境省野生生物課 希少植物種保存専門官 関 勝雄

環境省では，絶滅危惧種の生息域外保全の重要性の

高まりを背景に，生息域外保全のあり方等に関する検

討を重ね，平成 21 年 1 月に「絶滅のおそれのある野

生動植物の生息域外保全に関する基本方針」を策定し，

この基本方針に基づき，（社）日本植物園協会と連携し，

絶滅危惧植物の種子の生息域外保全を行っています。

絶滅危惧植物の種子収集と保存の仕組みは，植物園，

大学，研究機関等において，日本各地の自生地で絶滅

危惧植物の種子を採集し，種子保存拠点園である新宿

御苑に送付します。新宿御苑では自生地等のデータの

取りまとめや種子の調整，乾燥作業を行った後，－

20℃で冷凍保存します。

また，DNA解析用葉サンプル及びさく葉標本は，新

宿御苑から国立科学博物館筑波実験植物園に送付し保

管・管理されます。

本ニュースレターでは，環境省が行っている絶滅危

惧植物の種子収集・保存推進業務を紹介させていただ

きます。

平成 22年度は，種子の収集・保存を推進して絶滅危

惧植物の保存種数を増やすことを目標に，27年度まで

の収集予定計画などが明記されている「種子収集・保

存計画」の策定を行いました。

計画の策定にあたっては，収集における課題等を抽

出して，検討会による有識者の助言を得ました。

また，この計画に基づき，東北地域，関東北部地域，

北陸地域，四国地域，沖縄本島地域でそれぞれ東北大

学植物園，東京大学大学院理学系研究科付属植物園日

光分園，新潟県立植物園，高知県立牧野植物園，（財）

海洋博覧会記念公園管理財団の協力を得て種子収集を

行い約 77種の絶滅危惧種の種子の保存を行いました。

さらに平成 23年度は，22 年度に実施した 5地域に

加えて，三河地域，九州南部地域，石垣・西表地域で，

それぞれ富山県中央植物園，（財）海洋博覧会記念公園

管理財団の協力を得て種子収集を行い約 130 種の絶滅

危惧種の種子の保存を行いました。

平成 24年度は，北海道地域，南アルプス地域，奄美

大島地域の絶滅危惧植物の種子収集を行います。

北海道地域は，大雪山系で種子収集を予定しており

ます。山岳ということもあり困難が予想されますが，

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園

の協力を得て一つでも多くのターゲットを収集できる

よう取り組んでまいります。

今後の目標

各植物園から送付された種子と拠点園活動，環境省

の業務で収集した種子等を合わせると，平成 24 年 3

月末現在で，218 種（重複を除く）の自生地の由来を

持つ絶滅危惧植物の種子を保存しています。

（社）日本植物園協会が植物多様性保全 2020 年目標

として掲げた 253 種を目指して一刻でも早く達成する

よう努力していきます。

最後に，絶滅危惧植物の種子収集・保存は，地元の

自生地を把握する植物園等のご協力が不可欠です。こ

れからも引き続き御協力をお願いします。

沖縄本島地域で行った種子収集
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第 54回企画展 植物たちの SOS レッドデータブックからの警告
ミュージアムパーク茨城県自然博物館 宮本 卓也

ミュージアムパーク茨城県自然博物館では，2012 年

3月 10日 ( 土 ) ～ 6月 10日（日）に第 54回企画展「植

物たちの SOS －レッドデータブックからの警告－」

を開催いたしました。本企画展では，環境省や茨城県

が指定する主な絶滅危惧植物のうち 108 種を標本や写

真，ボタニカルアートなどで紹介するとともに，絶滅

危惧植物の保護に携わる施設や団体の取り組みにもス

ポットを当て，絶滅危惧植物を取り巻く現状や自然環

境保護への啓発につながるような展示を行いました。

その中でも，本企画展の目玉ともいえる絶滅危惧植

物の栽培株生体展示は，様々な植物園の御理解や御協

力によって実現させることができました。北海道大学

植物園からお借りしたレブンアツモリソウをはじめ，

小石川植物園からのムニンノボタン，新潟県植物園か

らのオキナグサ，国立科学博物館筑波実験植物園から

のコシガヤホシクサなど，一度にまとめて見る機会が

なかなかないような植物たちを生きたまま展示すると

いう大変見応えのあるものとなりました。レブンアツ

モリソウの開花時には，新聞などのメディアで取り上

げられたこともあり，この花を見るために遠くから駆

けつけた来館者や花の展示に関する問い合わせが急増

するなど，反響の大きな展示となりました。

企画展記念イベント「小貝川の絶滅危惧植物を観察

しよう」，「タチスミレを観察しよう」，「植物園での絶

滅危惧植物を観察しよう」の 3つのイベントも，各

回ほぼ定員となる参加があり，身近なところに絶滅危

惧植物が生育している様子を参加者の皆さんに実際に

知っていただくことができました。

開催期間中の通算来館者数も 10万人を超え，好評の

うちに幕を閉じました。今後も，絶滅危惧植物を通し

て自然環境保護について関心をもっていただけるよう

な情報発信や活動を行っていきたいと思います。

最後に，本企画展を開催するに当たり，御協力をい

ただいた皆様に厚く御礼を申し上げます。

保全活動等に関する実施報告

パネル展示の様子

守ろう地球のたからもの―絶滅危惧植物展―
筑波実験植物園 國府方 吾郎

毎年，当園では企画展「絶滅危惧植物展」を開催し

ており，今年も6月2日から10日にかけて行いました。

この企画展では，大きくパネル展示と生植物展示の 2

つにわかれています。パネル展示では，日本の絶滅危

惧植物の現状がどのようになっているのか，生物多様

性がなぜ大切なのかという疑問に対してわかりやすく

パネルで答えるかたちになっています。また，そのパ

ネルをまとめて小冊子をつくり，配布しました。多く

の年齢層の方に興味を持ってもらいましたが，そのな

かでもが一生懸命にパネルを読んでいた小学生・中学

生の生徒さんがたくさんいたことは私たちに開催した

充実感を与えてくれました。生植物展示では，当園の

シビイタチシダを含むシダコレクション，ランコレク

ション，小笠原・琉球のコレクションのうち，いつも

はバックヤードで栽培している絶滅危惧植物の一般公

開，そして園内に植栽している植物の観察ツアーを行

い，100 種類以上の絶滅危惧植物を観察してもらいま

した。ほとんどが目立たない植物であったものの，多

くの方がその希少性を感じながら興味を持って観てく

れたことに一般の方々の絶滅危惧植物に対する関心が

高いことを実感しました。この企画展は，その性格上，

責任の重さを感じましたが，一方で多くの方に生物多

様性と絶滅危惧植物を考えてもらうことができたので，

とてもやりがいある企画展となりました。
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植物多様性保全拠点園の取り組み及び結果等について
西海国立公園九十九島動植物園 熊川 剛

当園は，平成 19年に地域野生植物保全拠点園の承認を受け，

現在活動しております。佐世保市としましては，それ以前より

国や県の希少植物の保全繁殖に努めており，佐世保市内の希少

植物の生息状況を把握するための調査や地域の市民団体と共同

で，全国的にも希少な植物であるカミガモソウ（写真 .1）の保

全繁殖を行い，現地に植え戻す事業を行っております。さらに，

市の花であり，当園がある九十九島を代表する花でもあるカノ

コユリ（写真 .2）の原種保全につきましても長年行っておりま

す。

平成 19年の認定以降は，上記の活動だけでなく，地域の希

少植物を園内で継続的な保全繁殖を進めることにより，希少植

物種の保護と栽培法の確立を積極的に行っております。平成

20年 4月には，園内に一般に展示可能なビオトープ池を整備

し，より多くの植物について扱えるようになり，徐々に保護種

の数を増加させているところです（表 .1）。

表 .1 保護種数の推移

年	 	 20 年	 21 年	 22 年	 23 年	 目標

保護種数	 17	 30	 34	 42	 50

一方，当園では，生物多様性保全に関する教育普及・啓発活動も積極的に行っており，植物園の日には希少植

物の写真展を実施し，野生動植物調査の結果や保護活動の一部を市民に公開しております。また，昨年度よりビ

オトープ池の一部を改修して，地域の小学校と共に年間の水田耕作の体験や生物多様性について学習する「田ん

ぼプロジェクト」も行っております。

これらの活動の他にも当園の取り組みを調査報告会やイベントに利用して，市民に周知を図っております。こ

のことにより，市民から希少種に関しての問い合わせや情報の提供の数は増加し，市民への教育普及活動はある

程度の成果を得ているように思われ，また，これらの情報は，モニタリング調査の情報源ともなっております。

現在，生物多様性保全拠点園に認定当初の保全植物種数 17種から，現在 42種の希少植物を保全し，フィール

ド調査により約 40種の絶滅危惧植物の生息状況のモニタリングを行っておりますが，将来的には，50種の保全

と栽培法の確立を目指し，モニタリングと合わせて市のレッドデータブック記載種の約 30％の保全を目標として

いるところです。

写真 .2 原種のカノコユリ

写真 .1 カミガモソウ

花の文化園に植物多様性保全グループをつくりました
大阪府立花の文化園 本田 高史

花の文化園の指定管理協働事業体としてのパート

ナーであるボランティア団体「NPO法人フルル花と福

祉の地域応援ネット」に新しいチーム ｢植物多様性保

全グループ ｣を設立しました。普段は園内の管理やガ

イド，イベントなどの協働運営，さらには地域に密着

した園外活動なども積極的に行っています。

花の文化園が植物多様性保全拠点園になったのに合

わせて，大阪の絶滅危惧植物等を展示している既存の

エリア「ふるさとの花園」や園保有の絶滅危惧植物の

管理を中心とした保全活動に参加していただける方を

募ったところ 33人もの会員の手が挙がり，平成 23年

度春から活動を開始しました。

まだ絶滅危惧植物と取り除く草の区別がつかず，お

そるおそる管理エリア内の除草作業をしている参加者

もいますが，生息域外保全に対する意識は高まりつつ

あるようで，月に一回行っている勉強会では必ず質問

も飛び出し，より多くの知識を吸収しようとする強い

意欲も感じられます。

このように頼もしいメンバーとともに，保有展示し

ている絶滅危惧植物の管理と来園者へ多様性の大切さ
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「種の保存法」の新たに規制の対象となった植物 3種
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独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金の助成を受けて制作しました

このニュースレターが，植物とその保全に関す

る情報交換の場の一つとなるよう，工夫していき

たいと思います。各地の諸団体の取り組みもご紹

介していきますので，共有したい情報やご意見等

を，右記の協会事務局宛にお寄せください。よろ

しくお願いします。

お知らせ

環境省では，絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）に基づく国内希少野生動

植物種に指定することなどを通じ，絶滅危惧種を守っています。平成 24年 4月 20日に，ウラジロヒカゲツツジ，

シモツケコウホネ，カッコソウの植物 3種が新たに国内希少野生動植物種に指定され，5月 1日より施行されま

した。生物多様性国家戦略 2010 には「維管束植物では絶滅のおそれが高い絶滅危惧Ⅰ類に選定された種のうち，

採取圧が主な減少要因となっている種について，優先的に指定を検討すること」と記載されており，今回の指定

はこれに基づくものです。

これら植物 3種は生息環境の悪化や過度の採取圧などにより，絶滅の危機に瀕しており，環境省の最新のレッ

ドリスト（2007）でもっとも絶滅のおそれの高い絶滅危惧 IA 類（CR）に選定されています。種の保存法の国内

希少野生動植物種は，野外で生きた個体を採取したり，所有している個体を譲渡する（売買だけでなく無償のや

りとりを含む）ことなどが，原則禁止されておりますのでご注意ください。

絶滅危惧種の保全のため，皆様のご理解ご協力を何とぞよろしくお願いいたします。

	 	 	 	 	 	 	 	 	 環境省自然環境局野生生物課

※種の保存法の詳細は，ホームページで確認できます。

http://www.env.go.jp/nature/yasei/hozonho/index.html

ウラジロヒカゲツツジ（撮影 : 春日 健二） シモツケコウホネ（環境省） カッコソウ（環境省）

を訴える展示などに今後も引き続き取り組んでいきます。

※「NPO法人フルル花と福祉の地域応援ネット」

花の文化園の管理運営を協働で行っているボランティア団体。

主に園内の除草や剪定，植え付け作業などを行う管理エリアご

とに分けた 6つのグループと園内ガイドや講習会，広報などを

行う 9つの特別活動グループがあります。

現在の会員数は 260 人を越え，多才なメンバーが揃い，花の文

化園には無くてはならない存在です。 勉強会の様子


